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1   はじめに 

東京工業大学化学専攻と放射光科学研究施設は、

放射光科学の教育研究推進についての合意書および

付随する覚書を 2009 年 4 月に交わした。その下で

BL20A に大学院教育を実施する目的で、大学等運営

ステーションが設けられた。我々は、このような枠

組みを出発点として、2011 年度から本学化学専攻お

よび物質科学専攻(理系)の大学院生(主として M1)を

対象とする実習｢放射光科学実習｣を発足させた。本

実習は後学期に開講される。その内容と今年度

(2013年度)の実績を紹介する。 

 

2   実習内容 

本実習のコンセプトは、‘放射光を使いこなせる
人材を養成するためには、蛇口をひねれば出てくる
水を使うような実習ではなく、ユーザーには見えな
い光源加速器の存在を意識できる実習が望まれる’、
である。そのために放射光パルスと同期した時間分
解光子計数を実習の根幹に置く。PFリングからのパ
ルス放射光(幅～200 ps、繰り返し周期 2 ns)により、
H2 から H(2p)原子を瞬間的に解離生成させる。放射
光パルスと同期させて H(2p)原子が放出する Lyman−
α光子を時間分解計数する。得られた時間相関スペ
クトルから放射光パルスの時間構造を実感し、さら
にその解析から H(2p)原子の寿命(理論値 1.6 ns)を求
めることを課題とした。以下に実習に用いた装置の
概略を示す。実習は、1泊 2日の日程で実施した。 

3   実績 

9 名の参加者があったので、安全と教育効果を考

慮して、2 回に分けて実習した。2011 年度の参加者

は 9 名、2012 年度の参加者は 14 名であった。本実

習が定着した様子が伺える。9 名のうち物理化学の

研究室に所属の学生が 6 名、無機・分析化学の研究

室に所属の学生が 3名であった。 

実習生の一人が報告した Lyman−αけい光の時間

相関スペクトルを図 2 に示す。これにより放射光パ

ルス時間構造の全貌を全員が実感した。まさに”百

聞は一見に如かず”であった。フィッティングによ

り 2.4ns と 14ns の減衰時定数が得られた。水素ガス

圧力が 34mTorr と比較的高かったために、何らかの

二次的過程の影響により H(2p)原子の寿命の理論値

1.6ns より長い時定数が得られたようである。放射

光パルスとの同期を取る計測により、光源加速器の

存在を意識できる実習を実現できた。 
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図 1  実習装置の概略 

図 2  Lyman-けい光の時間相関スペクトル 
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